第56回九州地区手をつなぐ育成会　長崎県
大会に参加して
ひまわりパーク六本松　大濵　浩文

平成28年8月27日（土）～28日（日）にかけて、長崎ブリックホールを中心に「第56回九州地区手をつなぐ育成会長崎県大会」が開催されました。主題を「障害のある人もない人も共に生きる　平和で拓かれた社会の実現」とし、障害者総合支援法の3年後の見直しを視野に入れながら「共生社会の実現」と「意思決定支援」について多くの時間が割かれていました。
　福岡市の育成会において、喫緊の問題として利用者の「高齢化」があります。すぐに解決することではありませんが、いわゆる「６５歳問題」について、今回（平成３０年４月）の障害者総合支援法改正で「一定の高齢障害者に対し、介護保険サービスの利用負担を障害者福祉制度により軽減できる」ようになります。このことにより、今ある（利用している）事業所で、「介護保険法下のサービスを提供（利用）できるようになり、利用負担については障害者福祉制度により軽減される」ということになります。これで全て問題が解消という訳ではないですが、問題解決への大きな一歩ではないかと思います。
[bookmark: _GoBack]　今後、福岡市の育成会では、「高齢の知的に障がい者向けのグループホーム」創設に向けて着々と準備を進めています。介護保険法と障害者総合支援法の融合させたサービスを提供するべく努めてまいります。
　
